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出版案内

産業廃棄物処理業経営塾OB会
10周年記念

　廃棄物処理実務の主要プレイヤーである処理業者が、異物混入や火災、漏えい事故等業
務の中で起こり得る様々なリスク事例から代表的なテーマを集約。問題の所在や法令違反
や事故のリスクを回避するためのポイントについて解説を加えた実務ベースの事例集です。

東京都港区南青山2ｰ11ー 17 〒107ｰ8560
https://www.daiichihoki.co. jp

Tel .	0120ｰ203ｰ694
Fax.	0120ｰ302ｰ640第一法規

廃棄物処理業務に役立つオリジナル資料 「自治体別県外廃棄物の流入規制状況」 収録！

自治体ごとの運用の違いがひと目でわかる！2



理事会・評議員会を開催

産廃振興財団

財団のうごき
　令和3年6月7日（月）に第39回理事会、同月23
日（水）には令和3年度定時評議員会が開催され、
それぞれ以下の議案について承認を頂きました。

第39回理事会
第1号議案　‌�「令和2年度事業報告」に関する件
第2号議案　‌�「令和2年度収支決算」に関する件
第3号議案　‌�「企画・運営委員会委員の選任及

び適正処理推進センター運営協議
会委員の選任並びに退任」に関す
る件

　選任並びに退任された各委員会の委員は以下の
とおりです。
1．企画・運営委員会委員
（前任）深野行義　‌�（一社）日本ガス協会　環境部

長
（後任）高橋拓二　‌�（一社）日本ガス協会　環境担

当部長
2．適正処理推進センター運営協議会委員
（前任）有冨啓修　‌�三重県環境生活部廃棄物対策

局次長（全国知事会）

（後任）尾邊俊之　‌�三重県環境生活部廃棄物対策
局次長（全国知事会）

（退任）石井萬壽亀　‌�（一社）日本化学工業協会　
環境安全部長

　第4号議案　‌�「事務局長の任命」に関する件
　任命された事務局長は以下のとおりです。
（前任）田中吉之　‌�（公財）産業廃棄物処理事業振

興財団
（後任）大重修一　‌�前　国立保健医療科学院　総

務部長
第5号議案　‌�「評議員会の開催」に関する件

令和3年度定時評議員会
第1号議案　‌�「令和2年度事業報告」に関する件
第2号議案　‌�「令和2年度収支決算」に関する件
第3号議案　‌�「理事の選任」に関する件

　選任された理事は以下のとおりです。
（前任）寺島清孝　‌�（一社）日本鉄鋼連盟　常務理

事
（後任）伊吹隆直　‌�（一社）日本鉄鋼連盟　常務理

事
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岩立　陽介（総務部）
　はじめまして、総務部に配属になりました岩立陽介と申します。
学生時代からバスケットボールを続けており、現在も社会人サー
クルに所属しています。幼い頃より体を動かし健康を維持するよ
う心掛けてきたため、高校時代は皆勤賞でした。社会人として健

康管理も大切な仕事の一
部だと考えております。
　この状況下だからこそ、
健康を意識し環境の変化
に適応していきたいと思います。はじめはご迷惑ばか
りおかけいたしますが、一日も早く組織の一員として
貢献できるように精進してまいりますので、よろしく
お願いします。

舟橋　祐（企画部）
　この度企画部に配属された舟橋と申します。現在行っている業
務は、昨年10月より新たに財団にて開始した産業廃棄物処理業
者向け「適合証明サービス」の審査業務になります。1日でも早く
戦力になれるよう努めてまいりますので、よろしくお願いいたし
ます。趣味は水泳とカラオケですが、コロナ禍で外出ができない
状況が続いており、趣味に時間を費やせない日々にやきもきして

おります。「見えない敵」
との戦いになりますが、
終息した暁には多くの方々と交流を深めていけたらと
存じます。

産廃振興財団

ニューフェイス



　当財団では、産業廃棄物処理業の次代の経営責任者の育成を主目的として、平成16年度より経営塾
を開講しています。今までに延べ650名が卒塾し、産廃処理業界を支える有為な人材として、全国津々
浦々で活躍しています。
　今年度の第17期は、全国から52名の塾生を迎えて、さる6月11日に開塾し、卒塾式までの約8ヶ月に
わたるカリキュラムがスタートしました。

産業廃棄物処理業

経営塾
第17期  令和3年度  2期ぶりに開塾!!

第17期がキックオフ
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　開塾式では、まず当財団加藤理事長より、
「昨年は新型コロナウイルスの感染拡大影響に
より、本塾の開催を断念した。今期も開催が危
ぶまれたが、関係者の方々より、是非とも本塾
を開催して欲しいという激励の言葉を財団に多
数寄せられたこともあり、感染対策を徹底した
うえで開催することとした。例年と違い、難し
いことは多々あるが、塾生同士の輪を工夫して
築き、全員が卒塾して欲しい」と挨拶がありま
した。
　また、田中勝塾長（岡山大学名誉教授）からは、
「受講生の皆様には力をつけてもらって卒塾し
て欲しい。この経営塾で広く様々な意味で『読
み、書き、そろばん』のできる能力を高め、多
岐にわたって真に実力のある人材になって欲し
い。廃棄物処理業界で働いていることを誇り
（Pride）に思い、夢（Dream）を持てるような企
業にして、持続可能な社会をつくるという使命
（Mission）を自覚するというPDMを心に抱い
て、経営塾で学んでいって欲しい」と激励の言
葉が贈られました。
　開塾式終了後、引き続き産業廃棄物処理事業
概論として、田中塾長が「資源と環境を大切に
する産廃処理業」と題して講義が行われました。
　その後、今回より副塾長が3人体制となり、
はじめに、森谷賢副塾長（（公社）全国産業資源
循環連合会専務理事）より「産業廃棄物処理業の
振興」と題して講義をしていただきました。次
に、長谷川雅巳副塾長（（一社）日本経済団体連
合会環境・エネルギー本部長）より「循環型社会
形成・循環経済に関する経団連の取組み」と題
して、オンラインにて講義をしていただきまし
た。最後に、岩田元一副塾長（当財団専務理事）
から「公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財
団の簡単なご紹介」と題して講義が行われまし
た。

挨拶をする田中塾長

講義をする森谷副塾長

講義をする岩田副塾長
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第17期産業廃棄物処理業経営塾
●期間
　・令和3年6月～令和4年1月（8ヶ月間）
●講義について
　・講　　義：26講義
　・合宿研修：グループ討議・発表（1泊2日）　2回
　・施設見学：東京スーパーエコタウン（城南島立地企業7社）

　例年であれば、場所を移動し、今年度に講義をしていただく講師の方々を招いて開塾懇親会を開催し、
塾生の皆様は、来賓や同期同士でお互いに名刺交換をするなどの積極的に親睦を図ることが通常の光景
でしたが、それも開催されず静かな開塾となりました。そのような点においても、今年は例年と異なる
船出となりました。

　しかし、後ろ向きなことばかり言っていても何も始まりません。第17期生の皆様が様々な工夫をし
て研鑽を積むと同時に、同期生同士の強い絆を育み、大きな飛躍を遂げて、全員で卒塾の日を迎えると
ともに、ワクチン接種が進んでいることを期待して卒塾日に従来の日常と変わらない懇親会が開催でき
ることを夢見てなりません。
� （経営塾事務局）
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■セオスの取り組み
　弊社は、関東全域、甲信越、東北の産業廃棄
物・特別管理産業廃棄物の収集運搬を中心に事業
展開しておりましたが、2017年3月に埼玉県白
岡市において、産業廃棄物処理業の許可を取得し
中間処事業をスタートさせました。
　様々な処理に対応するため、破砕・圧縮梱包・
油水分離・中和・混練といった処理に加えて、今
後クローズアップされるであろう中身の入った廃
スプレー缶の処理に対応するため、圧縮分離処理
の許可を取得致しました。ニッチな分野での処理
品目ではありましたが、これまで多くのお客様と
の関わり合いの中から、処理が困難であったり、
廃棄方法に悩まれていたお客様に好評をいただい
ております。期せずして、翌年の2018年12月に
北海道の札幌市で発生したスプレー缶の爆発事故
により、社会的にもスプレー缶の危険性が認知さ
れ、これまで穴をあけて中身を出してから処理を
委託する流れから穴をあけずに処理を委託する流
れへと変わり、弊社にとっても追い風となりまし
た。
　誰もが知っているスプレー缶ですが、いざ処理
をするとなるとどこに相談してよいかわからない

排出事業者の方々も実際には多くいらっしゃいま
した。日頃から弊社のスタッフに「お客様の本当
の困りごとを聞いてくるように」とことあるごと

（株）セオス

代表取締役 経営塾第13期生
遠藤　恭三 資本金　1,000万円

設　立　1993年（平成5年）9月

代表者　遠藤恭三

所在地　群馬県邑楽郡板倉町岩田2259-4

企業名　株式会社セオス

経営塾
OB会企業 紹介

（株）セオス白岡中間処理工場　全景

（株）セオス白岡中間処理工場
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に言い続けてきたことが形になった一つの例だと
思います。2021年4月には圧縮分離に加え「穴あ
け分離施設」として圧縮梱包の前処理施設として
の処理能力を倍増させ、日量10t近い処理ができ
るようになり、あらゆる種類の中身入り廃スプレ
ー缶の処理に対応ができるようになりました。

■今後の取り組み
　2020年6月に本社を移転し、より機動的にお
客様のニーズに対応できるよう体制づくりを進め
ています。また各自治体でもスプレー缶の収集運
搬や処理に関連した事故に頭を悩ませており、そ
うした問題に対応するために新たに自治体向けの
スプレー缶処理を行える体制づくりを目指してお
ります。
　多様化する廃棄物処理の中で弊社が担えること
はそう多くはありません。しかしながら、本当に
求められるニーズに応えられることは、まだまだ
たくさんあります。何よりも現場の声が一番大事
であり、そうした小さい疑問や悩みを解決してい

くことを弊社の使命として今後も取り組んで参り
ます。

■中身入りスプレー缶処理概要
　株式会社セオス白岡中間処理工場
　所在地：埼玉県白岡市下大崎906-1
　処理施設：圧縮分離施設
　　　　　　‌�スプレー缶穴あけ分離施設
　処理品目：‌�廃プラ・金属くず・汚泥・廃油・廃

酸・廃アルカリ

（株）セオス本社

処理するスプレー缶の写真
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■企業紹介
　平成元年2月に有限会社塩川産業を設立。宮崎
県及び宮崎市の産業廃棄物収集運搬業許可を取得
し、その後平成7年に大分県、平成8年に福岡県、
平成12年に鹿児島県、平成24年に山口県の許可
をそれぞれ取得。平成12年からは、減量化及び

リサイクル化をメインとした中間処理施設「新
にい
名
な

爪
づめ
リサイクルセンター」を稼働しました。宮崎市

北部工業団地に施設を5ヶ所、現在では、村角工
場と池内工場を合わせて7拠点を中心に活動して
おります。
　事業内容としては、解体工事や一般廃棄物の収

（株）塩川産業

取締役事業統括本部長 経営塾第14期生
矢野　順三 資本金　1,200万円

設　立　平成元年2月

創　業　昭和63年3月

代表者　代表取締役　塩川聖一

所在地　宮崎県宮崎市大字新名爪字谷廻4090番地21

企業名　株式会社塩川産業

塩川産業施設全景

THE GLOBE ENVIRONMENTAL CONSERVATION
エコアクション21認証取得

株式会社 塩川産業 〒880-0124
宮崎県宮崎市大字新名爪字谷廻4090番地21
TEL0985-39-7555
FAX0985-39-7561
http://www.siokawa.com

池内工場
【有価物処理】

村角工場【廃タイヤ積替保管】
トラックステーション第２工場【RPF製造】

産業廃棄物
特別管理産業廃棄物
積替え・保管

保全・管理倉庫

第3工場
【大型物、切断・圧縮、
廃タイヤ処理】

第１工場【受入、選別、破砕】
再資源化センター【機密文書処理】
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集運搬、特別管理産業廃棄物の収集運搬、木質チ
ップ燃料製造販売、RPF（固形燃料）製造販売、廃
タイヤ処理、フロンガス回収処理、資源物（古
紙・金属）買取、機密文書処理を行っております。
　令和元年5月に株式会社塩川産業へ商号を変更
し、「シオカワグループは、時代の変化に挑み、
脱炭素社会に貢献し、人々の笑顔の暮らしを支え
る　護美活動のパイオニア　コンサルタントとし
て、次代の責任を担い、創造し、貢献します！」
を経営理念としました。
　宮崎県では、第1号で優良産業廃棄物処理業社
認定を取得し、令和元年12月には宮崎県より「未
来成長企業」に選ばれました。
　人間は、快適な生活を求めて、自動車や家電、
更には飛行機など様々な物をつくってきました。
これらは、地球が持っていた石油や石炭、鉱物な
どを材料につくられています。しかしながら、ひ
とたび物をつくると、地球が本来持っていた資源
に戻すことは容易ではなくなります。
　塩川産業は、できるだけこのような地球汚染を
食い止めるため、再利用できる素材転換や地球に
負担をかけない処理方法に日々努力しながら取り
組んでまいります。

■現在の取り組み
1）産・官・学連携
　環境イノベーション支援事業を活用し、最終処
分を行っている不燃性産業廃棄物のリサイクル促
進を図るため、宮崎県、宮崎大学と産・官・学連
携で調査実験と研究を進めております。
2）SHIOKAWA人事憲章
　生涯現役社会を目指して、健康経営の推進と人
事処遇の整備を行い、「SHIOKAWA人事憲章」
を新設しました。高年齢社員の戦力化と生涯現役
の職場づくりも含めその経験や技能を生かし、マ
ニュアルを作成しました。その効果として、生産
性向上や労働災害防止につながりました。

収集運搬車輌

令和3年度入社式 環境学習集合写真（小学4年生）
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　みなさんこんにちは！　まだまだ収束する様相が見えない
コロナ禍でいかがお過ごしでしょうか。営業職の身としては
対話形式が通常通りできない中、どうやって営業活動するか
非常に悩んだ時期も気が付けばもう2年近くになります。「こ
の状況を打破し、営業活動をしなければ仕事が無くなってし
まう」と危機感を募らせているのは私だけではないと思いま
す。
　そんな折、歯医者さんで勇気づけられました。歯医者が嫌
いで20年間近く行かず、遂に奥歯が痛みはじめ、3日経ち、
1カ月経ち、3カ月が経っても痛みが止まらないのです。「い
よいよかぁ」と通勤途中の看板に目をやり、HPで評判を確認
し、翌日意を決して電話しました。このときの緊張感という
のは、まるで味わったことがない全身に奔る痺れでした。
　「あっ、もしもし、おだ、ともうします。初めてですが、
大丈夫でしょうか？」
　「予約ですか？」
　「えぇ、お願いしたいのですが」
　「はい、大丈夫ですよ～」
　と声のトーンが上がりました（恐らく私の緊張した声を察
したのでしょう）。
　「今日にでも行けますか？」
　「今日ですね！　……はい、分かりました。どうされまし
たか？　痛いですか？」
　「はい、痛いです」
　「では6時半頃いかがでしょうか」
　場所は道順まで案内してくれました。
　「おださん、今日はこの時間が一番空いてますが、それで
も少しお待ちいただくかもしれませんのでご了承いただけま
せんか。それから、一度診察を受けてからの治療相談になり

ますので痛みが直ぐに取れないかもしれません。なるべく先
生にはお伝えしますが……」
　「分かりました」
　「では、6時半のお越しお待ちしております」
　電話を切ったら、なんとなくホッとして、かなり緊張が取
れたような気がしました。
　6時半に恐る恐るコロナ感染防止対策（消毒・検温・問診）
がなされた岡田歯科へ入り、受付へ。すると、元気が良い声
で、「小田様ですね。こちらへどうぞ」と窓口へ案内され、問
診票などを書込みし、しばらく待ちました。既に待合室には
2名、中で治療中が2名程。先約の方が呼ばれたかと思ったら、
　「小田さんですね、少しお待ちくださいね」
　と、助手の方が声をかけてくれました！　気が利いた声か
けにまたホッとしました。
　10分程で呼ばれて中へ。なにしろ約20年ぶりの歯医者に
どこへ腰かけたらいいかも分からず……。助手の方が丁寧に
色々やってくれました。いよいよ先生の治療が始まるのです
が、この時点で歯の痛みが既に半減していました（笑）。一通
り口内見て、レントゲン、そして診察、出た結論は「やはり
この被せた歯は抜きましょうか？！」でしたが、仕方があり
ません。あっという間に歯も痛みも無くなりましたが、なぜ
か納得しました。
　「小田さん、綺麗な歯が沢山あるので今回は続けて治療し
ましょうか？」
　はい、よろしくお願いします。支払い・次回の予約をして
いる間にも2名が入ってきました。「コロナ禍の方が忙しいで
すよ」との助手の方のお話を思い出しながら、この歯医者へ
通う方の気持ちが分かるような気がしました。私ももう受付
のおばちゃん（笑）と手際が良い岡田先生のファンになってい
ることを自覚しました。
　長々と書きましたが、これが営業の原点であり、プロフェ
ッショナルですね。大変勉強になりました。歯医者さんとい
う身近な日常から学べたことに感謝したいと思います。
� 太洋マシナリー（株）　小田栄武

「身近なプロフェッショナルに学ぶ」
経営塾14期生 小田 栄武

　「チンシャン先生」
　「チンシャン」とは青山の中国語の発音
である。亡父は中国の人たちとの交流
の話をするとき、彼らが自分のことをこ
う呼ぶと言っていた。1980年代の改革
開放の時代、「先生」は外国人の男性に
対する親しみをこめた敬称だった。
　「あっ！　チンシャン先生だ！」
　トヨタやJX、東電などのトップと談
笑しながら姿を現した経団連次期会長
で住友化学の米倉弘昌会長は筆者を見
つけるなり大きな声でこう叫んだ。
2010年5月、北京の首都空港での出来
事である。
　筆者は中国人のベテランガイドと二
人で夜薄暗い照明のロビーで東京から
の最終便の到着を待っていた。米倉会

長をはじめとする経団連の会長・副会
長らの訪中代表団一行の出迎えのため
である。
　「チンシャン先生って、もしかして、
オヤジでなくて俺のこと？」
　その場にいあわせた周りの副会長た
ちも「チンシャン先生って誰？」と思った
ことだろう。経団連の歴代の会長や住
友化学の経営者には大変お世話になっ
たが、筆者のことを「先生」という敬称を
つけて呼んだのはこのときの米倉会長
だけである。近くに筆者の上司がいなか
ったことは幸いだった。
　米倉会長は中国語の教師を会社に招
き、社内で中国語を勉強されていた。当
時、住友化学は中国ビジネスに力を入れ、
大きく成長しようとしていた。中国に対
する思いは住友のDNAと実際のビジネ
ス、さらには個人的な親しみがコラボし
たようだ。その後、2012年4月、経団

連は初めて中国事務所を開設し、筆者
が所長を拝命したが、これも米倉会長
がおられなければありえなかったことだ。
その後、米倉会長は鬼籍入りされたが、
生前、経団連の中国事務所のことをと
ても気にかけておられたと仄聞している。
　6月1日、住友化学の十倉会長が経団
連会長に就任された。住友化学から二
人目の会長である。経団連にも、また住
友化学にも米倉会長をよく知る幹部が
少なくなった中、米倉会長を知る十倉
会長がこれからどのような政策を打ち出
して実行力を発揮していくかが注目され
る。
　「あれ？　チンシャン先生が日本にい
たら、誰が中国事務所長をやっている
の？」
　米倉会長が今ここにおられたならば、
きっと十倉会長にこうおっしゃるに違い
ない。� （青山）

四方山話

編・集・後・記
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